
PascalとLuis　de　Granada

前田長太訳『パスカノレ感想録』解題補遺

広田　昌義
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　r言語文化』第九号（1972年）に，Blaise

Pascalの《Pens6es》の最初の邦訳書と考え

られる，前田長太訳rパスカル感想録』（大

正三年，洛陽堂刊）についての紹介を試みた
（1）

際，同書に収められている，「西班牙バスカ

ルの人生観」なる小篇の原典を，16世紀ス

ペインの宗教思想家Luis　de　Granada（フ

ランス風にはLouisdeGrenade）（1505＿

1588）の《Guia　de　Pecadores罪人の導き》

であると記したが，その後の調査によってこ

れが誤りであって，じつは同じ著者による

《Librodela　oracion　y　meditacio11祈薦と

黙想の書》（1567年Salamancaで初版が刊

行）であることが判明したので，お詫ぴとと
　　　　　　　（2）
もに訂正しておきたい。

　問題の小篇は，前田長太訳rパスカル感想

録』の六九頁から九三頁までに訳載されてお

り，「西班牙パスカルの人生観」という題名

の後に，《古来パスカルの人生観と井び聡せ

らる㌧ものは，彼の西班牙のパスカルと稻せ

らる㌧哲人（グルナード）の人生観なり，此

の二人の人生観は相侯ち相扶けて，各々其意

を補うものなれば，鼓に掲げて読者の参考に

供せんと欲す。（課者）》という断り書きがあ

って，次に，《序論》，《一　人生の出所》，《二

人生の短僅》，《三　人生の無常》，《四　人生

の脆弱》，《五　人生の転攣》，《六　人生の虚

偽》，《七　人生の苦難》，《八　人生の終局》，

《結論》の十項目が置かれているのである。

これ，は，Luis　de　Granada：Libro　de　la
　　　　　　　（3）
oracion　y　mcditacion，　Parte　I，　Capitulo

IX・にある《EI　martes　e111mloche火曜

日夜［の黙想］》の部分の抄訳であるが，こ

の部分は，まず導入部があり，それに続いて，
　　（4）
（§，VL）《Dc　la　consideracion　de　l＆s　mis－

erias　de　la　vida　humana；ell　el　cual　se

dec正ara　mas　por　extenso　la　meditacion

pasada・人生の悲惨についての考察。ここに

おいて上記の［導入部の］黙想がより長く説

かれる》と題された序論があり，その次に，

（§，VII）《De　las　miserias　y　condiciones

desta　vida；y　primero　de　la　breve（1ad

della・この世の生の悲惨と現状。そして，第

一に生の短さについて》という項目の標題が

あり，数行の端書きによって，以下人生の悲

惨を，その短さ，無常，脆弱，転変，虚偽，

苦難，死の七項に分けて論ずることが明らか

にされて，《PRIMERA　MISERIA第一の

悲惨》として，人生がいかに短いものであ

るかが論じられている。次いで，（§・VIII）

《De　c6mQ　es　incierta　mcstra　vida・II

MISERIAわれわれの生がいかに無常であ

るかについて。第二の悲惨》，（§JX・）《De

cuan　fragil　sea　nuestra　vi（1a，III　M〔ISE－

RIA・われわれ’の生がいかに脆弱であるかに
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ついて。第三の悲惨》，§・X・《De　cuan　mu－

dable　sea　nuestra　vida．IV　MISERIA．わ

れわれの生がいかに転変しやすいかについて。

第四の悲惨》，（§・XI・）《De　c6mo　es　enga一

五〇sanuestravida・VMISERIA・われわれ

の生がいかに虚偽であるかについて。第五の

悲惨》，（§．XII、）《De　cuan　miserable　sea

nuestravida，VIMISERIA．われわれの

生がいかに苦難の多いものであるか。第六の

悲惨》，（§。XIIL）《De　la丘ltima　de　las

miserias　humanas，（lue　es　la　muerte，VII

MISERIA・人間の終局の悲惨である死につ

いて。第七の悲惨》の各項目が続き，最後に，

（§，XIV・）《Del　fmcto　que　se　saca（1estas

consideraciones　susodichas・以上の黙想か

らひき出される結果について》という結論が

あって，《火曜日夜［の黙想］》の部は終るの

である。

　前田長太は以上の部分のテキストを三分の

二ほどに抄訳しているのであるが，構成に幾

分かの変更を加えている。すなわち，前田長

太訳における《序論》は，（§．VL）《De　la

consideracion　de　las　血serias　（1e　la　vida

humana［…］》から冒頭の一節を，《EI

martes　en　la　noche》の導入部から末尾の

一節を，（§．VIL）《De　las　miserias　y　con一

r西班牙パスカルの人生観」（前田長

太訳）『パスカル感想録』六九頁一九

三頁。

序　論

一　人生の出所

二　人生の短僅

三　人生の無常

四　人生の脆弱

五　人生の転攣

六　人生の虚偽

七　人生の苦難

八　人生の終局

九　結　論

Luis　dc　Granada；Libro　〔1e　la　oracion

y　lneditation，　Parte　I，　Capltulo　IX，

《E1皿artes　en　la　nochc》．　（Obras　del

V．P、M、Fray　Luis　de　Granad観。Tomo

2（Biblloteca　de　autores　espa五〇1es，tomo

8，M：adri（i，Real　Acade皿ia　Espa五〇1a，

1945，），pp．25－33）。

（§．VI．）《DelasconsideracionE…コ》の

冒頭の一節7《El　m飢tes　en　la　noche》

の導入部末尾の一節，（§・VIL）《De　las

misenas［…］》の端書の末尾。

（§。VI・）《Delaconsideracion［…］》の

抄訳。

（§。VIL）《De　las　miserias［…］y　primero

dc　la　breve（1e（1［…コPRIMERA　M：ISE－

RIA》の抄訳。
（§．VIIL）《De　c6mo　es　incierta［…］。II

MISERIA》の抄訳。
（§，IX・）《De　cuan　frムgi1［…］・III玉II－

SERIA》の抄訳。

（§。X・）《De　cuan　mu（iable　［…］・IV

MISERIA》
（§．XL）《De　c6mo　es　eng諭osa　［…］・

VMISERIA》の抄訳o
（§。XII．）《De　cuan　miserable〔…〕・VI

MISERIA》の抄訳。
（§．XIIL）《De　la丘ltima　de　las　miserias

［…］，VII　MISERIA》の抄訳。

（§。XIV・）《Del　fructo［…］》の抄訳



diciones　desta　vida［…］》から冒頭の端書

の一部をそれぞれ抜き出してつくりあげたも

のである。また《一人生の出所》は（§。VL）

《De　la　consideracion　de　las　miserias　de　la

vida　humana［…］》の抄訳であって，これ

を人生の悲惨の項目に新たに加えたために，

原典においては人生の悲惨が七つの項目に分

たれているのに対して，前田長太訳において

は，八つの項目に分たれることになった。

　以上の対照を表にすれぼ前頁のようになる。

　さて，以上のようにr西班牙パスカルの人

生観」がLuis　de　Granadaの《Libro　de　la

oracion　y　mcditacion》の一部を抄訳した

ものであることは明らかになったが，前田長

太が直接スペイン語の原文に拠って翻訳をお

こなったかという点になると，これはきわめ

て疑わしい。前田長太が，ラテン語とフラン

ス語には造詣が深かったことは知られている

が，スペイン語を習得していたという事実は

伝えられていない。それに「西班牙パスカル

の人生観」について，前田畏太は，《哲人

（グルナード）の人生観なり》と書いており，

Luis　de　Granadaの名前をLouis　de　Gre－

nadeというフランス風の読み方で表記して

いるのであるから，翻訳はフランス語訳のテ

キストに準拠していると考えるのが妥当で

あろう。のみならず，前田長太はLuisde

Grana（1aについても《Libro　de　la　oracion

y　meditacion》についても何の説明もして

いないところから見ると，フランス語による

何らかの選文集が翻訳のテキストとなって

いたのではないかとも想像できる。Luis　de

Grana（1aを《西班牙のパスカルと稽せらる》

と書いているのも，選文集の解説によってい

るのではなかろうか。現在までのところ筆者

は《Libro（1elaoracionymeditacion》の
　　　　　　　（5）
フランス語訳を四種類披見しえたが，釈然と

するところがない。博雅の士の御教示に侯ち

たL、と、思う。

＊
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　《Libro　de　la　oracion　y　meditacion》の

フランス語訳で，筆者が調べることができた

もののひとつに，F・（1eBelleforestによって

翻訳され，1602年にパリで刊行された《Tr一
　　　　　　　　　　　　　　（6）
ait6de】’omison　ct　m6ditation》がある。刊

行年から言って，Pascal自身も手にするこ

とが可能であった書物だが，その当該箇所

（folio91－droiteからfolio110－9auche　ま

でが，上で問題にした《Elmartes　enla

noche》［仏訳ではPour　le　mardi　au　soir］

の部分に当る）を読んでみると，《Pens6es》

のいくつかの断章との関係で，興味を惹かれ

る点が見出される。以下に三点にしぼって述

べておきたいo

　1・《考える葦》Pascalの《Pens6es》の

なかでも最も有名な断章のひとつに，いわゆ

る《Roseaupensant》がある。これは，自

然界における人間の燐小さと脆弱さとを一本

の葦の比喩によって表現し，そのような人間

存在が自然（あるいは宇宙）に対してもつ優

越性が意識と思考のカとにあることを主張し

た断章である。この断章の冒頭部，すなわち，

　《L－hommen’estqu’unroscau，1e
plus　faible　de　la　nature，mais　c’est　un

roseau　pensant．11　ne　faut　pas　que

lpunivers　entier　s’arme　pour1’6craser；

unevapeur，megouttedleausumt
pour　le　tuer．

　人間は一本の葦である。自然のなかで

最もかよわいものである◎しかしそれは

考える葦である。それを押し潰すのに宇

宙全体が武装する必要はない。ひとつの

蒸気，一滴の水でそれ，を殺すのに充分で
　　　　　　　　（7）
ある》（L200－B・347）
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という箇所については，従来Montaigneの

《Essais》Liv、II，chap，12　《Apologie　de

Raylnond　Sebond》の次のような文章が

Pascalの発想の源にあったのではないかと

考えられている。ひとつは，Sainte－Beuve

がその著《Port－Royal》（Liv・III）に引用
　　　　　　　　（8）
している次の一節である。

　《Quant　a　la　force，il　n’est　animal　au

nlonde　ell　butte　de　tant　d－o丘ences，

que1’ho皿me＝i1ne　nous　faut　point

une　baleine，　un　　616phant、　et　un

crocodlle，ny　tels　autres　allimaux．

desquels　un　seul　e～t　capablc　de　deffaire

un　grand　nombrc　d’hommes；les　poulx

sont　sufnsans　pour　faire　vεlcqucr　la

（1ictaturc　dc　Sylla：c’est　lc　d（≦jeuner

d’un　petit　vcrs，　quc　lc　coeur　et

la　vie　d’un　　gralld　　et　triomphant

EmpreuL

　カということになると世の中に人間ほ

ど多くの攻撃にさらされている動物はな

い。鯨とか，象とか，鰐とか，その他の，

ひとりでたくさんの人間を殺すことので

きる動物をまつまでもない。颪はスルラ
　デイクタ　トル
に最高指揮官の職を辞めさせるだけのカ

があった。偉大な勝ち誇った皇帝の心臓

や生命も，小さな蛆虫の朝飯にすぎない。

（原二郎訳）》（Ed　Villey－Saulmer，p，
（9）

462）

　また，Bmnschvicgは2その《Pens6es》

の6ditlonに注として，《Essais》の同じ章

から次の文章を引いている。

　《C’est　toujours　lhomme　foible，cala－

miteux　et　mis6rable［…］ull　soufHe

（1e　vent　COntraire　［・一］　Un　Signe，Une

bro貢6e　matiniere；suffisent　a　le　ren－

veτser　et　porter　par　terre・

　ひっきよう，か弱い，不幸な，惨めな

人間なのだ。［…］一陣の風［…］一つ

の兆候，朝霧が，人間を地上に打ち倒す

のには十分なのだE…］》。（Ed．Villey－

Saulnier，P，475）

　この二つの文章と，先に挙げたPascalの

文章とを比べると，確かに内容的には似通っ

ており，共通の単語や言い廻しも認められる

のであって，《Pens6es》の他の多くの断章の

場合と同じように，Montaigneの《Essais》

を源泉とみなしてよいと考えられる。ただし，

Montaigncの文章には，《roseau葦》とい

う単語が現われていないが，この点について
　　　　　　　　　　　　　（10）
軌前田陽一教授に卓抜な考究がある。前田

陽一教授は，《勿論，華を弱いものの象徴と

すること夫自身には少しも不思議はなく，パ

スカルと同時代のラ・フォンテーヌがイソッ

プの寓話を詩にした快心の作r樫と葦』（r寓

話詩』第一部第二二，一六六八年発表）に於

いても似た様な意味に用ひられてゐる。然し

パスカルが特にこれを取上げたのには何か深

い理由がある様に思へてならない。［…］パ

スカルは聖書よりヒントを得たのではないか

と思はれる。パスカルが聖書を如何に日夜精

読したかは，姉のペリエ夫人が，「彼はそれ

にあまり強く熱中したので，遂に殆ど全部を

暗記するに至った」［…］と記してゐるのを

見ても明らかである》と述べて，《聖書の中

に於いて輩と云ふ語は何回か使用されてゐる

が，特に左の様な注目すぺき用例がある》と

して，rイザヤ書』第四二章に，《かれは叫ぶ

ことなく，聲をあぐることなく，その聲を街

頭にきこえしめず。また傷める藤を折ること

なく，ほのくらき燈火をけすことなく，真理

をもて道をしめさん》という条りに注目し，

これがキリストの生涯の予言としてきわめて

驚くべきものであり，マタイ福音書もこの条

りを引用していることに触れて，《基督に関

する豫言をその護教論の主要論接の一つとし

てゐたバスカルが此句に注目しなかった言睾は



なく，又興味あることには［…］パスカルが

平生用ひたとされてゐるルーヴァン大学の神

学者の佛語言睾聖書に於いては，傍黙を附した

個所はne　brisera　pas　Ie　roseau　cass6と鐸

されて居り，「考へる葦（roseau　pensant）」

のr葦（roseau）」と正に同じ字が用いられ

てゐる》と指摘している。そして，結論とし

て，《即ち，「傷める輩」を折ることなき」基

督あってこそ，「考へる葦」の尊厳が確立さ

れた》のであると述ぺている。これは《葦》

の比喩の源泉に関する議論としては，その明

快さにおいても，その深さにおいても，決定

的なものであろう。

　以上のように，《考へる葦》の断章につい

ては，Montaigllcの《Essais》と聖書とに，

発想の源泉を求めることができるのであるが，

われわれが問題にしているLuis　de　Grallada
　　　　　　　　　（11）
の著作の仏訳本においても，《考える葦》の

断章で述ぺられている人間存在の脆弱さにつ

いて，次のように表現されているのである。

　《Consid色re　donc［…］combien　fra－

gile　et　ais6e乞rompre　cst　cette　vie，

et　verraS　qUンil　n’y　＆　vaiSSeau　de

veτre　si　d（51icat　qu’elle　est，　ni　si

tendre　註　etre　cass61　puisqu’un　peu

d’air，un　peu　de　chaleur　de　solei1，

un　verre　d’eau　froi（1e、　une　haleine

d’un　malade　suf且t　po皿mus　d6pou－

iller　de　cette　vie，　ains三　que　rexp6－

rience　nous　le　fait　voir　tous　les　jours

en　plusieurs　personnes，［…］，

　それゆえ，この生がいかに脆弱であり，

砕けやすいものであるかを考察せよ，そ

うすれぱ，この生ほど傷つきやすく，殿

れやすい器はないことが分るであろう。

なぜならば少しの風が，少しの日光の熱

が，一杯の冷水が，病人の吐く息ひとつ

が，われわれをこの生から引き離してし

まうのに充分なのであって，そのことは

経験によって常日頃われわれが何人も
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の人において見ていることなのである

［…］》（Louis（le　Grenade：Trait6　de

1’oraison　et　m6ditation，trad．par

Frangois　de　Belleforest，　1607、　fo1．

93－gauche）

　《［…］dis－moi，quel　verre　est　plus

ten（ire　et　facile註casser　que　Ia　vie

de1’homme：un　peu　de　vent　su缶t

souvent　pour　nous　faire　mourir，un

peu　de　sere血，　ou　de　Soleil　trop

violent　est　pour　nous　（i6pouiller　de

la　vie　　Llais　que　〔1is－je　le　SQleil　P

pu亘s　que　le　seul　regard（1’un　homme

souvent　c＆use　la　mort　d，une　cr6aturc

et　ne　faut　armes　ni　baton，puisque

1’oeil　seul　peut　occire・［…］

　言い給え，人間の生よりも殿れやすい

ようなガラスはどのようなものか。少し

の風でしぱしばわれわれが殺されるのに

充分なのだ，少しの露で，あるいは強す

ぎる少しの日射でわれわれが生を奪われ

るのに充分なのだ。それにしても日射と

は大げさではないか？　なぜなら，一人

の人間の視線だけで被造物の死がひき起

されることがしばしぱあり，武装も棒具

も必要ではない，なぜなら眼だけで殺す

ことができるからである》（ibid，foL

101－gauche）

　この二つの文章とすでに引用したMon－

taigneの文章のどちらがPasca1の《考える

葦》冒頭部により大きな類縁性をもつのかは，

一概に決めにくいであろう。しかし，きわめ

て興味が惹かれる文章が，もうひとつ見出さ

れるのである。それは，人間が泥土によって

造られていることが，人間の卑賎さを示して

いると述ぺられている部分にある，次のよう

な一節である。

　《Entre　tous　les616ments，1a　terre

est　la　p董us　basse　etらs　parties（1’icelle，
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1a　bou6　est　la　plus　vile，　et　ahlsi

apPert－il　que　Dieu　a　cr661’komme

de　la　plus　abjecte　et　moins　valant

chose　du　monde，Tellement　que　les

Papes，1es　Empreurs，et　les　Rois，

quelques　grands　que　puisse皿t　etre，si

nesont－ilsautrechose璽uepoudre
et　ce11〔lre，et　ceci　6tait　bien　entendu

ゴa（1is　par　les　Egyptiens，（1esquels　est

6crit　que　c（多16brants　tous　les　ans　la

fete　de　leur　naissance，　ils　portaient

en　leur　main　certaines　herbes侵ui

croissent6s　mares，1esquelles　sont

toutes　limoneuses，pour　signi丘er　la

ressemblance　que　les　hommes　ont

avec　Ia　paille，et1＆boOe　qui　est　le

Pさre　commun　de　run　et　de　l，autre，

　一切の元素のなかで，土は最も位の低

いものであり，そのなかでも泥土は最も

下賎なものであり，それゆえ神が人問を

もっとも卑しく最も無価値のものによっ

て造られたことは明白である。従って，

教皇，皇帝，国王がいかに偉大であると

いえども，埃と灰以外のものではない。

そしてこのことはかつてエジプト人に知

られていたことであって，伝えられると

ころによれば，エジプト人は毎年誕生日

を祝うために，沼地に生えて泥だらけの

或る草を手にもつことにしていたのであ

って，それは人間たちが藁のようなもの

であり，双方の生みの親である泥のよう

なものであることを示すためであった》

（ibid・，fo1　95一（1roite）

　ここで言われている《certaines　herbes

qui　croissent6s　mares沼地に生える或る

草》，泥だらけであって，エジプト人が人間の

象徴として誕生日に手にしたという植物は，

《葦roseau》であると考えるのが自然であろ

う。17世紀のフランス語辞典，Fureti色re：

Dictionnaire　universelleの《roseau》の項

も，まず《Plante　mar6cageuse沼地の植物》

　　　　　　　　　　　　（12）
という定義を与えているのであって，エジプ

トの沼地に生える植物と言えば，17世紀の

フランス人にとっても，まず葦が連想された

はずである。その上，テキストに《paille》

という単語が出てくることも注意される必要

があろう。《pame》は一応《藁》と訳して

おいたが，背の高い草類の茎を乾かしたもの

一般を言うのである。葦が長い茎をもち，従

ってどこか人間を思わせるところがあり，そ

こから，人間の比喩として用いられることに

なったのであるから，《paille》となりうる

ような茎をもちエジプトの沼地に生える植物

としては葦以外のものは考えにくいであろう。

　Belleforest言尺の　《Louis　dc　Grenade：

Trait6de　romison　et　m6ditation》の《火

曜日夜［の黙想］》の部分は，foho92から

folio110までの僅か三六頁に過ぎないが，

そのなかに相互に近接して上に引用したよう

な文章が見られることから，Belleforest訳

のこの部分とPasca1の《考える葦》の断章

との間に何かの関係を想像してみたくなるの

である。

　エジプト人の《沼地に生える》草について

の一節は，Belleforest訳では，《Second

trait6de　la　consi（i6ration　des　miseres　de

la　vie　humaine＝auquel　est　d6clar6e　plus

amplement　la　susdite　meditation》の項（原

典の§・VL当る項）に置かれており，そこ

では問題の草が人間の卑賎さの象徴としてと

りあげられているのであるから，もしPascal

がこの一節を読んだとするならば，《Pens6es》

の《考える葦》も，単に人間の脆弱さの象徴

だけではなく，人間の卑賎さをも表わしてい

るということになるかもしれ．ない。

　2・《生の短さ》

短い断章がある。

《Pens6es》に次のような

《Entrenousetrenferoulecieli1



n’ aquelavieentredeuxquiest
la　chose（1u　monde　la　plus　fragile．

　われわれと地獄あるいは天国との間に

は，この上なく脆弱な生があるだけだ》

（L．152－B．213）

　このPasca1の文章とよく似た表現が，

Belleforest訳の《Trait6de　lbraison　et

m6ditatbn》の問題の部分に見出される。

　《…ces　malheureux　qui　vivent　si

longtemps　en　p6ch6，sachant　qu’entre

eux　et　l’enfelr　il　n’y　a　rien　que　cette

faible　et　mis6rable　vie．

　彼らと地獄との間にはこのたよりなく悲

惨な生以外には何もないことを知りつつ，

あれほど長い間罪のうちに生活している不

幸な人ぴと》（op・cit・，fo1，102－droite）

　いずれも短い文章であるから，そこには単

なる偶然から生じた語句上の相似があるだけ

だと考えることも勿論できるかもしれない。

しかし，上のPascalの断章の《Pens6es》

における位置と，Luis　de　Gr㎝adaの文章

が置かれている《Trait6de　ror＆ison　et

m6ditation》の部分には，大きな共通点が

ある。すなわち，上に引いた《Pens6cs》の

断章L152－B213は，Pasca1自身が作

成した《はじまりCommencement》とい

う綴り1iasseに含まれているのだが，この

綴りは有名な《賭parl》の断章とも内容的

連関があり，そこに収められている諸断章は，

人間の現世的生は死後に得られるぺき永遠の

幸福あるいは不幸と比ぺるならぱほとんど無

に等しいことを説き，宗教に無関心な態度を

棄てて神の探究へと向うように決断を促して

いるのである。死後の運命に無関心な人間を，

この綴りに収められている二つの断章は，次

のように描写している。

　《Nous　co皿ons　sans　souci　dans　Ie

pr6cipice　apr色s　que　nous　avons　mis
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que1璽ue　chose　devant　nous　pour　nous

empecher　de　le　voir，

　われわれは断崖が見えないように何か

で眼をふさいで，それから心安らかに断

崖に向ってかけ込んでいくのだ》（L・

166－B．183）

　《UII　homme　dans　un　cachot，ne

sachant　pas　si　son　arret　est　donn6，

n’ yant　plus　旦u’une　heure　pour　rap－

prendre，cette瓦eure　su伍sant　s’il　sait

唖u’il　est　donn6pQur　Ie　faire6voquer，

Il　est　contre　nature　qu’il　emploie

cette　heu吟一la，non　a　s’informer　si

「arreteStdOnn6，maiS翫jOuerau
piquet・［…］

　一人の男が牢獄にいて，最終判決が下

されたかどうかを知ら劣　それを知らた

めには一時間しか残っていないが，もし

最終判決が下ったことが分ればその一時

間で判決取消しをさせるのに充分だとす

る。彼がその時間を，最終判決が下され

たかどうかを確めるために用いないで，

ピケ遊びのために用いるのは自然に反す

る。［…］》（L163－B・200）

　一方，Luis　de　Granadaは2上に引いた

文章に続けて次のように述べている。

　《lmaginons　un　homme　couch6sur

un五1et　d6且16，ayant　souslui　un

puits　tr色s　profon（i、falt　de　tel　sorte，

que　si　le五1et　rompait，soudain　il

d血t　tomber　de（1ans　ce　puitsl　dis－moi

quel　serait　cet　homme，　combien

craintif　et　e仔ray6，et　s’il　ne　donnerait

pas　tout　soll　bien　pour　（≦chapper　ce

p6ri1～Ah　mis6rable，qui　osc　con土re

la　loi（ie　Dieu　perseverer　tous　les

loursenton　p6ch61comment　ne
prends－tu　gardeムce　meme　danger

qui　t’es　o丘ert　a　toute五eure～　Ce五1et

de　ta　vie　rompant，et　toi6tant　en

danger　de　tomber　au　puits　d’enfer，
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eS－tu　Si　aSSUr6que　de　dOrm孟rゑtOn

aise，te　jouer，et　te　donner　du　bon

temps，sans吼ue　tu　penses　jamais　en

cette　chose　si　dangereuse　et　remplie

de　tant　de　p6rils．

　ゆるんだ網の上に男が横になっていて，

その下には非常に深い井戸があり，もし

網がほどけるとすぐに男は井戸の中に落

ち込んでしまうようになっていると想像

してみよう。その男がどのようになるか，

どれほど恐怖におののくか，そしてその

危険からのがれるために財産のすぺてを

投げ出さないものか，言ってみたまえ。

神の掟にさからって毎日を罪のうちに過

しつづける者は，まことに憐れ’なるかな。

今お前が見せられたのと同じ危険に何故

心を向けないのか？　お前の生命である

あの網がほどけてしまおうというのに，

そしてお前が地獄という井戸に落ち込も

うというのに，お前はそんなに安心して，

ぐっすり眠ったり，遊んだり，楽しい時

を過したりして，あれほど危険で危難に

満ちていることがらについてまったく考

えないでいられるのか》（op・cit・，foL

102－droite－fol　l　O3－gauche）

　すなわち，Pascalが《断崖pr6cipice》と

いうイメージで表現している，死後の永遠の

不幸が，Luis　de　Granadaにあっては《深

い井戸pllitstrらsprofond》という語で示
　　　　　　　　　　　　（13）
されており，Pascalの断章では牢獄にいて

自分の運命に顧慮することなく，ピケ遊びに

興じている男の姿が，LuisdeGranadaの文

章においては，深い井戸の上に張られてほど

けはじめている網の上にいながら，遊ぴ暮し

ている人間として描き出されているのである。

両者におけるイメージの類似性はきわめて大

き㌔、と言わねぱならなレ、。

　Pascalにとっても，Luis（1eGranadaに

とっても，人間の最終的な運命は，死後に得

られる永遠の幸福あるいは不幸にあるので，

その《永遠》と比較する時，現世における生

はほとんど無に等しいと考えられている。こ

の思想が，Pasca1の有名な《賭pan》の論

理を生みだすのであるが，このような人生の

短さについて，Luis　dc　Granadaはン次の

ように述ぺている。

　《Lesjoursdel’agede1’homme
sont　pour　le　plus　cent　ansl　mais　ceci

comput6　註　r6t6mit6，n’est　qu’une

90utte　d’eau　qu’On　met　aveC　la　mer

en　COnf6renCe：　et　Ia　raiSOn　en　eSt

6vidente：（1ue　si　une　6toile　（qui　est

plus　grande　que　toute　la　　tcrre）

compar6avec　le　reste（1u　Ciel，semble

si　petite，que　semblera　la　vie　pr6sente

si　bri色ve，6tant　mise　en　balance　avec

la　future　qui　jamais　n’aura　fin～Et

si（comme　disent　les　Astrologues）

toute　la　terre　compar6e　au　Ciel，n’est

qupun　point　（ムcause　que　la　grandeur

inestimable（1es　Cieux　la　font　paraitre

si　pctite）　（1ue　semblera　ce　souf丑e　si

court　de　vie　au　prix　de1’6ternit6qui

est　in丘ni～　ce　sera　rien　sans　faillir，

Car　si　mille　ans　devant　Dieu　sont

comme　le　jour　d’hier　qui　est　pass6，

que　seront一℃e　en　sa　pr6scnce　les　cent

ans里i血t6s　pour　notre　vie，　sinon　un

rien～

　人間の寿命は多くとも百歳である。し

かしこれを永遠に比ぺるならぱ，海と比

ぺられた一滴の水にすぎない。その理由

は明白である。もしひとつの（地球全体

よりも大きな）星が天空の残りの部分と

比ぺられ，るとあれほど小さく感じられる

とすれば，これほど短い人生が，けっし

て終ることのない未来と比べ計られる時

には，どのように感じられるであろう

か？　そしてもし（天文学が述ぺている

ように），地球全体も天空に比べられる



ならば一点にすぎない（天空の計りがた

い大きさが地球をそれほど小さく見せる

のである）とするならぱ，これほどに短

い一息の人生は，無限である永遠と比べ

て，どのように感じられるであろうか？

まさしく無であろう。というのも，神の

前においては千年も過ぎ去った昨日のよ

うなものであるとすれぱ，われわれの生

命として限られた百年は，無以外の何で

あろうか？》（ibldりfol98－9＆uche）

　このLuis　de　Granadaの文章は，PascaI

が《悲惨Mis6re》の綴りに収めた，次の断

章を想起させる。

　《Qualld　je　considさre　la　petite　dur6e

（1e　ma　vie＆bsorb6e　dalls1’6temit6

pr6c6dente　et　　sulvante　　　形θ”30γ歪α

ho5ρ裾25　％％∫％5　4惚多　1），！αθ’θ7θ％，π多5－

le　petit　espace　且ue　le　remplis　et

meme　que　ie　vois　abim6dans1’in且ni

immensit6des　espaces　que　j”ignore

et　qui　m’ignorent，je　m’effraie　et

m’6tonne　de　me　voir　ici　plut6t　que

1翫，　car　il　n”y　a　point　de　raison

pour（1uoi　ici　plut6t　que　lゑ，pourquol

a　pr6sent　plut6t　que　lors，gui　m’y　a

mis～Par　rordre　et　la　con（1uite　de

qui　ce　lieu　et　ce　temps　a（一t一）il6t6

destln6ムmoi～

　私が先と後に続く永遠にのみこまれて

いる私の生の短い期間を考える時一タ

ダー日トドマレル客ノ想イ出r私が

占めているこの小さな空間が私の知らぬ

そして私を知らない無限に広大な諸空間

に沈んでいるのを考える時，私は，別の

ところではなくこ．こに私がいることに驚

き身震いがするのである。というのも，

なぜ別のところでなくてここであるのか，

なぜ別の時でなく今であるのか，なんの

理由もそこにはないからである。誰が私

をここに置いたのか？　誰の命令と手に
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よって，この揚所とこの時が私に定めら

れたのか？》（L．68－B，203）

　そしてまた，Luis　de　Granadaの文章は，

Pens6csの，先に述ぺた《考える葦》の断

章とともに《転換Transition》の綴りに収

められている有名な《二つの無限Deux　in一

蝕is》の断章の冒頭部の次のような一節をも

連想させるものである。

　Ωue1’homme　contemple（10nc　la

nature　enti己re　dans　sa　haute　et　pleine

majest6，［…｝　gu’il　regarde　cette

6clatante　lumi色re　mise　comme　une

lampe6teme11e　pour6clairer　runivers，

que　la　terre　lui　paraisse　comme　un

point　au　prix　du　vaste　tour　que　cet

astre　d6crit，［ゆ一］

　そこで人間に自然全体をその壮麗で充

全な威容のうちに眺めさせたい［…］。

人間に宇宙を照らすための永遠の燈火と

しておかれているあの輝かしい光に眼を

向けさせたい，あの天体が描く巨大な軌

道に比ぺれば地球が一点のように見える

ようにしたい［…］》

　いうまでもなく，上に引用したLuisde

Granadaの《生の短さ》についての断章と

《Pens6es》のいくつかの断章との類似は，

もっぱら修辞のレヴェルにとどまっているの

であるが，その類似はPasca1の断章が，

Luis　de　Granadaの文章に触発されて書か

れたという想像を抱かせる性質のものではな

いだろうか？

　3・《変りやすさincon8tance》と《気を

まぎらわすこと“ivertissement》　Luis　de

Granadaは，人間存在の不安定性と変りや

すさについて，次のように述ぺている。

　《［…　］　　consi（i色re　1’inconstance　de

cette　vie，et　comme　jamais　elle　n’est
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en　meme6tat：et　pour　ce（10is　penser

quel　est　le　changement　de　nos　corps，

吼ui　ne　sont　onc　en　meme　dlsposition：

et　moins　le　sont　nos　esprits　alt6r6s

par　divers　vagues　et　tempetes　de

passions　qui　nous　troublent…しchacune

heure．En　so皿nle　il　n’y　a　「ien　en

homme　qui　ne　soit　sulet　aux　muances

de　Ia　fQI加ne，n，6tant　OnC　en　m6me

6t「e，a血s「o廿ant　toujours　d’un　lieu

註　un　autre．　Et　surtout　consid色re

le　cont血uel　mQuvement　de　notre　vieン

puis吼ue　nult　et　jour　elle　va　et　s’6gare

de　son　droit　chemin，se　gatant　et

USant　ainSi　qU’Un　aCCOutrement，et　a

toute　heure　faisant　ses　apProches　de

la　mort。

　この生の変りやすさと，そしていかに

それがけっして同じ状態であることがな

いかについて考察せよ。そのために，け

っして同じ体調にあることがないわれわ

れの身体の変化がいかなるものであるか

を，またわれわれを絶えず悩ませている

情念のさまざまな風波によってわれわれ

の精神が変えられていかに同じ状態にと

どまっていることが少ないかを，考えね

ぱならない。要するに，人間の裡には運

命の変転を蒙らないものはなく，同じ在

り方にはけっしてとどまることなく，常

に移り変っていくのである。就中，われ

われの生活の絶え間ない動きを考察せよ。

というのも昼夜をわかたず，われわれの

生活は正しい道から逸れて行き，衣服の

ようにすりきれほころび，刻々死に近づ

いていくからである》（op。cit，，foL93－

gauche）

　《gue1Proth6echangeaQncsisou－

vent　de丘gure，comme　fait1’homme

a　toute　heure，et乞tous　proposP　ores

malade，tant6t　sain：ゑ　cette　fois

content，sou（1ain　malcontent＝ici　triste，

1ムjoyeux，enunendroitsage，en
rautre　t6m6raire，ores　soupgonneux，

tant6t　assur6，　0res　courrouc6，　et

soudain　apPais6，il　veut，et　ne　veut

pas，et　souvent　il　ne　s2entend　pas

lUi－meme。En　nn　SeS　inCOnStanCeS

sont　si　grandes　et　en　tel　nombre　que

les　accidents　et　occurences　se　　lui

oHrent，chacune　le　toumant註sa
maniむre，　Le　pass6　1ui　donne　peine，

le　pr（5sent　le　fache，　et　1’avenir　ran－

goisse，　S’il　est　pauvre，　il　vit　en

travail：si　riche，　il　est　orgueilleux＝

s711per（1son　bien，il　passe　le　temps

endouleuLguelleluneouquelles

merS　SOnt　Si　SUjetteSムalt6ratiOn　et

皿uances～L乱mer　ne　se　meut　que

par　rassaut　des　vents：mais1’homme，

et　au　calme，et　aux　vents　sent

tOUjOUrSmutatiOn，OrageS　et　tOur－

mentes．

　かつてどのようなプロテーウスが，あ

らゆる時あらゆる事で人間がそうするほ

どにしぱしば姿を変えたことがあった

か？　病気かと思えばすぐに健康。満足

かと思えぱたちまち不満。ここでは悲し

んでいるのが，あちらでは喜んでいる。

あるところでは謙譲であるのが，別のと

ころでは不遜，不安な気持かと思えぱす

ぐに安心，怒っているかと思うとたちま

ち静かになる。欲するかと思えば欲しな

くなり，そしてしぱしぱは自分自身と争

うことになるのだ。結局，人間の変りや

すさはきわめて大きくまた頻繁に見られ，

るのであり，事件や出来事が起る度に，

そのひとつひとつが入間を好きな方に向

けてしまうのだ。過去は人間に苦労を与

え，現在は人間を不快にさせ，未来は人

間を苦しめるのである。貧乏であれば働

いて暮し，金持になれぱ威張りたがる。

財産を失なえぱ，悲しんで時を過す。い



かなる月，いかなる海が，これほど変化

し動揺しやすいだろうか？　海は風が立

つ時にしか波立たない。しかし人間は，

風のない時でも，風がある時でも，常に

変化と激動と動乱を感じているのだ》

　　　　　　（ibid”　fo1．103－gauche）

　人間の《変りやすさinconstance》につい

ての，Luls　de　Granadaの文章は，《Pens6es》

の《悲惨Mis6re》の綴りに収められていて，

《inconstance》という標題をもつ，次のよう

な断章を想い起させる。

　《lnconstance，Les　choses　ont　div－

erses級ualit6s　et　rame　diverses　incli－

nations，car　rie皿n7est　simple　de　ce

qul　s’offre註1－anle，et1’ame　ne　s’offre

iamais　simpleゑaucun　sujet．De　l註

vient級u’on　pleure　et　qu’on　rlt　d’une

m6me　chQse．

　変りやすさ。物事には多様な性質があ

り，魂に多様な傾きがある。というのも，

魂に与えられるものの何ひとつとして単

純なところはなく，魂はいかなる対象に

もけっして単純なものとして自らを見せ

ることはないからである。そこから人が

同じことについて泣いたり笑ったりする

ことが起る》（L．54－B，112）

　《Oncroittoucherdesorguesordi－
naires　en　tQuc五ant　rhomme．Ce　sQnt

〔1es　orguesム1a　v6rit6，mais　bizarres，

changeantes，variables，

［…］人間に接触する時，人は普通のオ

ルガンに触れるのだと思う。それは確か

にオルガンだが，奇妙で変りやすく不規

則なオルガンなのだ。［…］》（L55－B

111）

　この二つの断章は，すでにMontaigneの

《Essais》の第一巻三八章《いかにわれわれは

同じことで泣いたり笑ったりするかComme
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nous　ple皿ons　et　rions　d”une　meme　chose》

の一節，同じく第二巻第一章の《われわれの

行為の不定なことについてDe「inconstan－

ce　de　nos　actions》の一節と，それぞれ対

照されており，そこには語句上の一致が多く

見出されるので，明らかに影響関係があると

思われる。これに対して，Luis　de　Granada

の文章と対照して見ると，影響関係があると

言いうる程の語句上の一致はないが，両者の

間に共通の発想が認められることは否定しえ

ないであろう。しかし，上のLuisdeGra－

nadaの文章は，Pasca1の次の断章により

近い内容をもっていると思われる。

　《Cet　homme　si　aHlig6de　la　mQrt

de　sa　femme　et　de　son丘ls　unique，

qui　a　cette　grande　querelle　gui　le

tourmente，db廿viellt　qu’翫Ce　mOment

il　n’est　point　tnste　et　quンon　le　voit

si　exempt　de　toutes　ces　pens6es

p6nibles　et　in唖ui6tantes～　11　ne　faut

pass’en6tomler、On　vient　de　lui

servir　une　balle　et　il　faut　qu’il　la

rejette註son　compagnon、［…］、Com－

ment　vQulez－vous　qu’il　pense註ses

a丘aireS　ayant　Cette　aUtre　a丘aire　ム

manier～［…］il　n’est　qu’un　homme

au　　bout　du　　compte，　c’est一註一dire

capable　de　peu　et　de　beaucoup，　（le

tout　et　de　rien，［一・］

　自分の妻とひとり。自、子をなくしてあれ

ほど悲嘆にくれている男が，面倒な訴訟

で悩んでいる男が，今はまったく悲しん

でおらず，辛くて面倒な考えからはすっ

かり解放されているのはなぜか？　驚く

必要はない。彼は球をサーヴされたとこ

ろであって，それを相手に打ち返さねば

ならないのだ［・・り］。この新しい事柄を処

理しなけれ’ばならぬ時に，懸案の事柄の

ことなど考えられるだろうか？　［…］

彼は要するに人間にすぎないのだ，つま
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りほとんど何もできないが多くのことが

でき，すぺてのことができるが何もでき

ない人間なのである。［…〕》（L522－B・

140）

　Pasca1のこの断章は比較的早い時期に書

かれたものであって，《Dlvertissement気を

まぎらわすこと》という標題をもつ畏大な断

章の萌芽であろうと推定されるのであるが，

Luis　de　Granadaが強調している，人間の

《変りやすさinconstancゆが具体的で鮮明

なイメージによって描き出されている。とこ

ろで，この《変りやすさinconstance》はま

た，人間の動性の表現でもあって，Pascal

が，《Divertlssement》の断章で強調するの

はその点である。《Ωuand　je　m’y　suis　mis

quelquefols翫consid6rer　les　diverses　ag1－

tations（les　hQlnmes，et　les　p6nls，et　les

peines　oU　ils　exposent　dans　la　Cour，dans

laguerreo血naissenttantdequrelles，

de　passions，d’entreprises　hardies　et　sou－

vent　maUVaiSeS，etC．，j’ai〔1it　SOUvent｛IUe

tout　le　malheur　des　hommes　vient　d’me

seule　chose，　qui　est　de　ne　savoir　pas

demeurerenreposdansunechambre，人

間たちのさまざまな動きや，宮廷や戦争で彼

らが身をさらしている危険や労苦について，

またそこから生れてくる多くの争論や情念や

大胆でしばしぱは失敗に終る目論見などにつ

いて時々考えてみた時に，私は人間のすぺて

の不幸はただひとつのこと，部屋のなかに静

かにしていることができないことからくるの

だ，としばしぱ言ったものである》（L・136－

B139）という一節が示しているのも，ある

がままの人間がもつ抑え難い活動性であり，

その空しさである。人間にとって《全き休息

は死である》（L641－B、129）であり，そ

の本性は《運動1e　mouvement》のうちに

あるので，現世的諸活動のなかにのみ幸福が

あると考えられているのだが，実はその活動

自体に絶対的・最終的価値はないのであって，

人間の真の幸福は神を求めることにのみ見出

されるとするのがPascalの思想である。現

世的諸活動に熱中することは，とりも直さず

現世的価値を求めることに狂奔することであ

るが，その空しさについてLuisdeGranada

も次のように述ぺている。

　《［La　vie］6tant　si　mis6rable，on1’a

tant　cherie，qu’il　n2est　p6ri1，　travai1，

perte，ni　malheur，au吼uel　les　hommes

ne　s”exposent　pour　elle，et　bien　sou－

vent　lls　font　des　choses，pour　les｛luels

ils　perdent　la　vie6ternelle．

　生がかくも悲惨であるのに，人はそれ

をあまりに愛するので，そのために人闇

たちが身をさらさない危険も，仕事も，

敗北も，不幸もないほどであり，しばし

ばは人間たちは永遠の生命をも失なって

しまうようなことも行なうのである》

（foL93－gauche）

　このLuis　de　granadaの思想は，Pascal

の人間的諸活動についての考察の根底にある

思想であった。

＊

　前田長太訳『パスカル感想録』に収められ

ているr西班牙パスカルの人生観」の原典に

ついての調査から出発したが，以上のように，

Luis　de　Granadaの著作のフランス語訳，

《Trait6de　roraison　et　m6ditation，tra（L，

par　F　de　Belleforest》の一部の箇所と，

Pasca1の《Pens6es》のいくつかの断章と

に類似点があることが見出されたので紹介

を試みてみた。しかし，Pasca1がLuis（1e

Grana（1aを読み，そこから影響を受けたの

だと主張する意図は筆者にはない。その点に



ついて確実なことが言いうるためには，現在

の調査では不充分なのである。従って，両者

の間に影響関係があると断言することはでき

ないが，発想の共通性があることは指摘しえ

たと思う。

　古典のテキストを研究する際に取られる

《対照rapprochement》という手続きは，色

色な点でテキスト解明に寄与するところがあ

るが，なかでもそのテキストの独自性を明確

にすることを特に目的とすぺきであろう。そ

の意味で，《対照rapprochement》という手

続きによって，獅子が喰われた小羊の総計と

見倣されてしまう結果におちいることは，厳

として避けなければならない。裏実，上に引

11iしたLuls（1eGranadaの文章と《Pells6es》

の断章とを比較するならば，たとえ語句の一

致や発想の共通性が認められたとしても，両

者の間の距離が無限に近く大きいことは明白

であろう。前田長太が，「西班牙パスカノレの

人生観」について，《氏［Luis〔le　Granada］

の人生観はパスカルのそれに比して聯か皮相

の観察たるを免れざれども》と評しているの

は，きわめて正鵠を射えていると思う。

　Pasca1とLuis　de　Granadaとの関係に

言及したパスカル研究者は，繁者の知る限り

では，（前田長太を除けぱ）Jean　Mesnard

教授だけである。Mesnard教授は，《彼［パ

スカル］の宗教思想の大きな部分が，説教を

聴いたり，十七世紀においては誰の書斎にも

備えてあった書物，例えぱスペィンのドミニ

コ会士Louis　de　Grenadeの著作を読んだ
　　　　　　　　　　　　　　（14）
りしての，反省から生れていると考えたい》

と述ぺている。筆者が数年前直接教授に伺っ

たところでは，現在までPascalとLuis　de

Granadaとの関係について研究したパスカ

ル学者はいないとのことであり，教授自身も

着手しておられないとのことであった。いず

れにしても，前田長太がLuis　de　Granada

の小篇を『パスカル感想録』に訳載したこと
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は，けっして見当ちがいでなかったと言えよ

う。そして，従来，《Pens6es》の人間論的断

章はもっぱらMontaigneの《Essals》と対

照されてきたのであるが，いわゆる宗教書

Livrcdep16t6のうちにも，Pascalの人

間観察と類似の文章が見出されることは，

《Pens6es》研究に新しい光を投げかけると思

われるからである。

　特に，《Pens6es》前半部を構成する人間論

的諸断章が，従来，無神論者に現世の悲惨と

空虚を示して神を求めさせる気持を起させる

ための，一種の計算の上に書かれたとする見

方が取られることがあるが，《祈りと黙想の

書》という題名をもつ宗教書のなかに，類似

の発想をもつ一連の文章があるところから見

れば，そのような見方をあまり強調すること

は当を得ていないと思われるのである。《神

なき人間の悲惨》とは，けっして無神論者に

対して信仰者が語りかけることがらではなく，

信仰者が日々の祈りと黙想のうちにおいて自

らに言吾りかけることがらであったのだ。〔了〕

注

1。『言語文化』NO、9，1972，一橋大学語学

研究室，PP・87－96・

2．Luis　de　Granadaは，1504年スペイ

ンのグラナダに生れ，ドミニコ会士となり

多くの著作を残して，1588年に没してい

る。その主な著作としては，De　o伍cio　et

moribus　Episcomm，（Lisbona，1565），

GuiadePecadores（Salamanca，1570），

Libro　de　la　oracion　y　meditacion，

（Salamanca，1567），Memoτial　de　la　vida

cristjana，（Salamanca，1566），Introduc－

cion　al　Simbolo　de　la　Fe　（Salamanca，

1582）などがある。なお，筆者が上記拙

稿で，r西班牙パスカルの人生観」の原

典を，《Gulade　Pecadores》と思い誤っ
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たのは，同書第一巻第二九章（Libro　I，

capitulo　XXIX）が問題の小篇ときわめ

てよく似た部分をもっていたからである。

すなオ）ち，この章は九つの節に分かたれて

いるが，その第一節から第七節までは，

《現世の悲惨Mlseria　del　mondo》が説か

れており，その構成も，《現世の幸福の短

いこと。第一の悲惨。De　cuan　breve　sea

la　felicidad　del　mundo．I　MISERIA》

からはじまり，六つの悲惨が説かれてい

て，最後には結論が付されているのである。

（Biblioteca　de　autores　espafioles，　8，

Obras　del　V．P　M、Frey　Luis　de　Gra－

na（1a，tomo1，Madri（1，Real　Academia

Espafiola，1945，pp，111－115，）

　また，この《Guia（1esPecadores》は

慶長四年にいわゆる天草切支丹本のひとつ

として，《ぎやどぺかどる》の題名のもと

に邦訳・出版されているが，われわれが問

題にしている部分は，第一篇，第五，《世

界と悪の執着に引れて，善の道を恐る㌧人

を導く事》に含まれている，《一．世界の

栄花のみじかき事》，《二世界の栄花に災

おほしといふ事》，《三世界の栄花には偽

り多き事》の三つの節に対応している（日

本古典全集rぎやどぺかどる」下巻，昭

2，pp・42－47）。上記拙論を執筆した際，

筆者の頭にはまず，切支丹本rぎやどぺか

どる』があり，そのために前田長太訳の小

篇の原典について，誤った先入見をもって

しまったのである。

　それに加えて，前田長太訳がスペイン語

原典からではなく，フランス語訳本による

重訳のように思われたこと，そしてきわめ

て自由な抄訳であることなどから，原文と

の綿密な対照を怠ったことが，筆者の誤り

の大きな原因であった。

3・以下，LuisdeGranadaのスペイン語

テキストとは・Biblioteca（1eautores

espafioles，8，0bras　del　V，P　M。Frey

Luis　de　Granada，tomo2，Madrid，Real

Academia　Espafiola，1945，pp。1－202，

DE　LA　ORACION　Y　CONSIDERA－

CION・による。なお，この版では題名が

《De　la　oracion　y　consi（1eracion》となっ

ているが，初版以来通常用いられている題

《De　la　oraciQn　y　meditacion》を，本稿

では用いることにする。

4・このセクション・ナンパーは，上記の版

本が採用している通し番号である。検索に

便利であるので，記することにする。

5・筆者が参照しえたフランス語訳は次の四

種類である。

（イ）　Trait6de　roraison　et　m6（1itation，

Vrai　chemin　et　a（1resse　pour　acqu6rir

et　parvenir　a　la　grace　de　Dieu，…Fait

en　espagnol　par　le　R．P，F，Louis　de

Grena（1e　de　rordre　de　saint　Dominique＝

et　mis　en　notre　vulgaire　par　F　de

Belleforest　Commigeois，A　Paris，chez

la　veuve　Guillaume　de　l乱　Noue　et

Denis　de　la　Noue，M、DC，VIII．（ロ）

Trait6de　l’oralson　et（1e　la　m6ditation，…

compos6en　espagnol　par　le　R　P　Louis

de　Grenade，…Traduit　de　nouveau　en

frangais，par　1〉lr　Girard　Conseiller　du

RoiensescQnseils，AParis，chez
Pierre　Le　Petit，…M．D，LXVIIL　（ハ）

Trait6de　lbraison　et　de　la　m6ditation，…

Nouvelle　traduction　par1’abb6M，B．

Couissinier・Paris，Libraire　Poussielque

Fr色res，1868，　（二）　Trait6dbraison　et

consid6ration，…Tra（luction　nouvelle　par

M、L’abb6P…Lyon，F。Guyot，1843，

6・上記注の（イ）の版本である。

7，《Pens6es》のテキストは（Euvrescom－

p16tes　de　Pasca1，6d，L　Lafuma，E（L

duSeui1，1963，によるoなお，LはLa－

fuma版，B・はBrunschvic9版の断章番

号を示す。

8。cf。Bemar（1Croquettel　Pascal　et　Mon－

taigne，Droz，1974，pp，41－42、
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9・本稿におけるMontaigneの引用は，Les

　Essais，6d．P　Vllley－V，L　Sauln重er，

　P・U・F・，1965により，訳文はすぺて

　『エセー』原二郎訳（筑摩書房，世界文学

　大系9A－B）によっている。

10・前田陽一：『バスカルの「考へる葦」』（パ

　　スカル著・前田陽一訳rサシとの対話』創

元社，昭23，pp，119－158）。なお，この

所論は，前田陽一著『バスカル　　「考え

　　る華」の意味するもの』中公新書（昭43）

　により詳しく述ぺられている。

11・E　de　Be11eforest訳は7スペイン語原

典の忠実な翻訳であり，問題の《Pour　Ie

Mardi　au　Soir》の構成は次の通りであ

　　るo

　POUR　LE　MARDI　AU　SOIR　fo1，92－
　gauche－foL94－droite

　Second　trait6　（le　la　consid6ration　des

　mis6res　de　la　vie　humainc：auquel　est

　〔16clar6e　plus　amplement　la　susditc

　m6ditation．§．L　foL95－gauche－foL97－

　gauche、

　Des　mis6res　et　conditions　de　cette　vie，

　et　prem呈さrement　de　la　briもvet6d’icelle，

　§・II・fo1・97－gεluche－foL　99－droite．

　Comme　notre　vie　est　incertaine・§。III・

fol99－drolte－foL101－gauche，

　Combien　est　fragLle　notre　vie．§．IIIL

　fo1　101－gauche－foL　104－gauche・

　C・mbien　est　trompcusc　notre　vie．§，VI・

　（5zo）　foL　ユ04－9allche－foL　105－droltc・

　Combien　est　mis6rable　notre　vie，§，VIL

　fQL　105－gauche－foL　108－gauche，

　De　la　demi色re　des　mis色res　de　rhomme

　qui　est　mort，VIIL　fol．108－gauche－

　foL　109－gauche，

　Du　fruit　qu’on　peut　recueillir　des

　susdites　consid6ratlons　IX，fo1．109－

　gauche－foL　110－droite・

12．Furetiらre：　Dictionnaire　Universelle，

　art，ROSEAU・《Plallte　mar6cageuse，

　dont　la　feuille　se　roule　comme　celle

　des　cannes。Pline　dit　qu’il　y　a　29，

　espさces　deゲosθα％κ…　》

13．LuisdeGranadaも現世を牢獄に例え

　ている。《Et　si　cette　vie　est（comme

pourvraielleest）unvallonm・s6rable，

　une　P「ison　de　coupables，et　lm　exil　de

　criminels…》（fol110－gauche）

14．∫襯Mθ5難αγ4託’㈱β漉o％6hθεPα56砿

　in　Pα56αZ　P7お8弼，0．4θB％55αo，αθグー

　”zo銘≠一Fβ貿7α盟4，　1962，p．48．


